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内 容 抄 録

 雄性白鼠ノ幼若ナル時期二完全去勢ヲ施シタルモノ

ニ封シ，杏仁油，「セチールアルコール」，「エナルモ

ン」，「ゲラミソ」ヲ輩濁二或ハ併用シテ注射セル結果，

「エナルモソ」ヲ軍鴨川用フル場合ハ劉照二比シ精嚢重

量ハ李均シテ約1mg大キク，封照二比シ約20％檜二

相當シ，「エナルモソ」ト「セチールアルコール」ヲ併用

スル場合ハ封照二比シ精嚢重量ハ約2m9大キク，封

照ノ40％増二相當スル．

 ：更二「ゲラミン」ト「セチールアルコール」トヲ併用ス

ル場合ニハ精嚢重量ハ封照二比シ約1mg大キク，從

ツテ封照ノ約20％増二相當シタルコトヲ實験シタ．

 同様播護wa ＝於テモ亦精嚢二準ズベキ成績二到達シ

タノデアル，

緒  言

實験方法

門門成績
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 高級脂肪酸が特殊性作用ヲ有スルコトハ，既

二Miescher氏並二泉教授等ニヨツテ詮明セラ

レ獲表モサレテヰル明瞭ナ事實ヂアルガ，泉教

授ハ更＝脂肪鷹アルコールJ＝モ同檬ノ性作用

ヲ有ス可キコトヲ推定シ，且ツコレヲ實験的＝

言

窓明サレタノヂアル．

 而シテコレラー聯ノ脂肪驕化合物ノ性作用二

關スル機韓ヲ考察スルニ當リ，Miescher氏一派

ハ種々實験ノ結果，脂肪蜀化合物が性ホルモン」

ノAktivatorトシテ働クモノナリトノ見解ヲ嚢
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表シタ．帥チ，同氏等ハ合成男性ホルモン」タル

Testosteronト脂肪酸トヲ併用スルトキハ， Te－

stosteronソレ自身ヨリハ遙二精嚢作用ノ大ナル

コトヲ高見シ，更二脂肪酸トノEster作製ヲ行

ヒ，同様ノ事實ヲ疎明シ得タト報告シテ居ル．

此ノ事實口元ヨリ事實ヂァツテ，疑フ可キヂハ

無イデアラウ．カ・ル考へ方モ充分首肯シ得ル

ニハ相違ナイガ，唯其ノ作用機無二就イテハ術

多少考察スル鯨地が有りハシナイカトノ考ノ下

二，先二余ハ既二報告ノ如ク實験ヲ進メタ結

果，興味有ル事實ヲ見タノヂアル．

 帥チ脂肪酸二就イテハ暫ク措キ，脂肪鷹アル

コール」殊二「セチールアルコール」（以下「セ・

ア」ト記ス）二就イテノ實験ノ結果カラ見レバ，

荒鳥第1報二記述セル如ク本物質ハ「ヴィタミ

ンEニ一致スル作用ヲ有スルモノナルコトヲ知

り，且共ノ作用崎戸ニツイテ見ルモ，先ヅ脳下

垂禮二働キ，然ル後二次的二性器殊＝睾丸二作

用スルニ非ズヤト考ヘシムベキ結論二到達シタ

ノデアル．（第；1報：参照）

 但シ，Miescherノ意見二從ヒ，脂肪酸が性ホ

ルモン」ノAktivatorトシテ作用スルモノトス

レバ，脂肪驕アルコ・一ル」ソレ自身モ叉同様二

作用スル魚層ラズヤトノ疑問が當然起リ來ルノ

デアル．

 丁零明カナル如クMiescher氏モ此ノ事例就

イテ述べテ居ル．

 本邦二於テモ，昨年理化學研所所鈴木（梅）研

 究室ノ鵜上，薄爾氏ハ同様ノ試験ヲ行ヒTes一

“toster・nノ代りニ同研究所岩田博士ニヨリ合成

 サレタルMetyldihydrotestosteroneヲ使用シ，

 「パラフ｛ン」，「パルミチン酸，「ステアリン酸，

 蜜蝋等ノ外「セ・ア」ヲ用ヒ，之等ヲ前記合成性ホ

 ルモン」二添加シ去勢白鼠二注射シテ共ノ精嚢

 作用ヲ槍シ，何レモ歯面添加物質が性ホルモン」

 ノ作用ヲ増張スルコトヲ讃シテ報告シテ居ル．

  但シ，同氏等ハMjescher氏ト同様之等物質

 ヲ「オリーブ油二溶解シ，「ホルモン溶液二軍二

 添加シテ實験ヲ行ヒタルモノニシテ，從ツテ同

 氏等ハ之等物質ノ作用機縛ハ，軍二性ホルモン」

 ノ不安定度ヲ保護スル役割ヲ果シテ居ルニ過ギ

 ヌモノデ，換言スレバー種ノ保護物質ト認ム可

 キモノナラント考察シテ居ル．余ハ之等ノ鮎二

 關シ四二知ル所アラント欲シテ，同輩験ヲ万国

 セルモノデアル．

  不幸余等ハ百方手ヲ鑑クセルニ拘ラズ，以上

 諸家ノ使用セル如キ合成男性ホルモン」ヲ入手

 スルコト能ハズ，止ムナク代用トシテ「エナルモ

 ン」（武田）及ビ「ゲラミン」（：Bayer）ヲ探用シタ．

  以上合成男性ホルモンJが理論上ヨリモ當然

 相楽純粋ナル丹比シ，上記ノ爾ホルモン」即チ

 「エナルモン」，「ゲラミン」下馬或ハ睾丸ヨリノ

 抽出物ニシテ，從ツテ其ノ純度ハ疑ハシク，且ツ

 試験方法モ多少異ルヲ以テ，少クトモMiescher

 氏一派ノゾレニ準ジ得ナイコトハ明ラカデア

 ノ1〆．

實 験 方 法

 馬験動物トシテ余ノ探用セルハ，雄性白鼠（Ratte）

ニシテ生後1月内外，盟重20－309ノモノヲトリ，コ

レラ幼若ナル時期（膿重留309前後）二爾側完全去勢ヲ

行ヒ，爾後1月間標準食餌（小米・人払i・青菓・肝油）ヲ

以テ飼育シ，護育ノ順調ナルヲ待チテ10回ノ注射ヲ

行ヒシ後，「エーテル三三二二附シ，コレラ解剖シ

精嚢及ビ囁護腺ヲ町三二附近組織ヨリ分離シ迅速二

Torslonswageニテ重量ヲ測定シタ．去勢方法トシテ

ハ，凡テ睾丸嚢ヨリ睾丸除去ヲ行ヒ，精系ニテ爾側ノ

睾丸。副睾丸共二結紮切断シ，除去シタ．切断ニハ電

氣僥灼器ヲ用ヒ後出血ヲ防イダ．

 動物ハ6群二分チ次ノ如ク編成シタ．

各略5一一6頭デアル．

1群

II群

III群

Iv群

V群

VI群

1群ノ頭敷ハ

非去勢群（封照）

去勢「杏仁油」注射

去勢「セ。ア杏仁油溶液J注射

去勢「エナルモン」「杏仁油」注射

去勢「エナルモソ」「セ・ア杏仁油溶液」注

射

去勢「ゲラミン」「セ・ア杏仁油溶液」注射
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 1群ノミハ封事トシテ去i勢ヲ行ハズ，H群以一下ハ全

テ去勢ヲ行ツタ．

 注射ハ1日乃至2日オキニ爾側ノ大腿部皮下二交互

二行ツタ．注射量ハ何レモ0．1ccヅツデアル．

 本自験二使用セル「セ・ア」ハ，鯨蝿ヨリ分離セル精

品ヲ更二「アセトン」及ビ純アルコール」ヲ以テ順次加

温溶解濾過シ，濾液ヲ冷却シテ析出スル物質ヲ濾過分

取セル後，充分乾燥シ，然ル後三十蒸溜二野シテ精製

セルモノデアツテJ 一一々溶解織測定ヲ行ヒ其ノ純ナル

コトヲ誰セル後使用シタ．樹使用二仏シテハ，0．5％二

杏仁油二溶解セルモノヲ用ヒ，1回0・1ccヅツ注射シ

タ．ソノ0．1ccハ「ア・セ」0．5mg二相當スルヲ以テ10

回注射ニヨリ全量ハ5 mgトナル．

 コノ分屋ハ先二行ヘル別種ノ實験結果ヨリ推定セル

 モノデアル．

 「エナルモン」ノ分量モ，鶴二封スル盟正比ヨリ略k

推定シ，毎回O・1cc＝＝O．3H・E・ヲ注射シタ．

 從ツテ10同注射ニヨリ3H．E・二相當スル．

 「ゲラミソ」モ三郎ノ考ノ下二毎回O．lcc＝＝O・2H・瓦ト

シ，10回注射ニヨリ2H．E．二相當スルコトニナル．

伺「ホルモン液，「セ・ア溶液，杏仁油等ハ各混和スル

コトナク，別々二封側大腿ノ皮下二注射シタ．

 杏仁油ハ泉教授ノ實験ニヨレパコレヲ用フルモ全然

性作用ヲ示サズ．且副作用モ認メラレナイコトが知ラ

レテヰル，

 「セ・ア」二就イテモ既二叢表サレタル實験結果ヨリ

考フル時，去勢セル動物二軍猫二用フル時日，：全然ソ

ノ効果ヲ期待シ得ナイノデアツテ，牛去勢或ハ非去勢

動物ニノミ，師チ少クモ翠丸組織ノー部残存シアルモ

ノニノ㍉其作用ヲ嚢現シテクルノデアル．

 從ツテ杏仁油，「セ・ア杏仁油溶液ヲ各軍猫二注射シ

タルII群・IH群ハ，コレラ封照ト考ヘテヨイ．

 動物ハ全テ最後迄標準食餌ヲ以テ飼育シ，ソノ他飼

養ノ上二遺憾ナキヲ期シタ，

實 験成 績

 1）罷  重

 艦重測定ハ約10日目毎二行ヒ，金テ獲育ノ順

調ナルモノノミヲトリテ實験二供シ，且獲育順

調ナルモ他二合併症アリト認ムベキモノハコレ

ヲ除去シタ．

 各群ノ各・期ニオケル禮：重ノ？F’JLr．均値ヲトリ，コ

レラ表二三スト次ノ如クニナル．

      第1表  盟：重面
心最日
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 重量測定ノ結果ヲ見ルニ各群共心ナル差蓮ヲ

認メ難ク，大腿生理的面取内ノ動揺二止ルコト

ヲ知ツタ．之レヨリ見テ大禮此等注射液＝画嚢

作用ノ無イコトが推定サレルノデァル．

 2）精・嚢
 非去勢群ノ精嚢ハ色淡黄，表面滑澤ニシテ緊

張極メテヨク，小一切創ヲ入レバ粘稠ナル液ノ溢

出スルヲ見タ．

 II群以下VI群迄去勢ヲ：施セル群ノ精嚢ハ，

非去勢群ノ精嚢二比スレバ格段ノ差異ヲ認メ，

色ハ友白乃至梢淡紅ヲ帯ビタル友白色ニシテ，

萎縮セル像ヲ示シ分離スルニ困難ヲ感ゼシメル

程小サク紅織内二埋没シテヰル．術去勢ヲ施セ

ル面心ノ精嚢ハ外見上著シキ差異ヲ付ケ難ク，

只多少大イサノ程度異ルニスギナイ．而シテ其

ノ何Vモハ非去勢群ノソレノ約五十分ノー二該

當スル．

 今各群ノ重量ヲ卒均シテコレラ表二才セバ次

ノ如クニナル．

第 2 表

頭数 糟嚢重量 膿 重
燈重ト

m比

1 群 2 296mg 117g 0．25％

II 〃 5 6．25 125 α005

III 〃 5 5．1 99 0．OO51

iv  〃 5 6．3 109．4 α0057

V  〃 6 7．5 118．1 0．0064

VI 〃 6 667 118．6 0護〕056
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 コレニ依レバ，ソノ重：量＝於テモ加重トノ比

較二於テモ，V群「エナルモンJト「セ・ア」トヲ

併用セル群二於テハ，ソノ値最：モ高ク，VI群

「ゲラミン」ト「セ・ア」及ビIV群「エナルモン」ト

杏仁油トヲ併用セル群ハ，コレニ次グ成績ヲ示

シタノデアル．II群・III群ノ杏仁油，「セ・ア」

ヲ各軍馬二注射セル群ハ，雪酎照ト見テ，コレト

比ブレバ上記IV・V・VI各一群ニアツテハ稻高イ

値ヲ示シタノヂアル．

 3）撮 護腺
 非去勢群及ビ去勢群ノ撮護腺ヲ比較スルニ，

豪者ノ大イサ＝於テ劃然タル差異ヲ見ルノミ＝

シテ，其他外見上ニハ特二割シイ差異ヲ認メ難

イノデアル．何レモ荻白梢淡紅色ニシテ塊状ヲ

ナス．去勢各群ノソレモ亦外見L著シイ匿別ハ

付ケ難イノヂアル．各群ノ重量ノ雫均並二罷重

1・ノ比ヲ表示セバ次ノ如クニナル．

扇蟹幣盟重膨琵ト
1 群 2 240mg 117g α2％

II 〃 5 6．8 125 0．0054

II【 〃 5 6．6 99 0．0066

IV 〃 5 8．2 109．4 0．0074

V  〃 6 9．3 118．1 0．0078

VI 〃 6 8．6 11＆6 0．0072

 コレラ見ルモ，共重量や盟重トノ比二六テ精

嚢ノ場合ト同ジクV群「エナルモンJト「セ・ア」

トヲ併用セル群剛球テ共八丁：モ高ク，VI群「ゲ

ラミン」ト「セ・アJ及ビIV群「エナルモン」ト杏

仁油トヲ併用セル群ハ，コレニ次グ成績ヲ示シ

タノデアル，

総括三二考按

 以上ノ成績ヲ総括スルニ，禮重二於テハ各群

共實験施行中ハ大髄襲育ノ程度バー・致シ，只III

群ノミ梢劣ルガ，去勢・非去勢動物ノ間ニソノ

差異ヲ認メルコトガ出來ナイノデアル．コノ黒占

詞章シカ・ル結果ヲ得用コトハ，畜類シ得ルコ

1・ ＝シテ敢テ異トスル＝足ラナイ．

 次二精嚢二幅シテハ，外見上山骨テモ重量二

本テモ非去勢群ト去勢群トノ春潮劃然タル差異

ノ存在スベキコトハ自明ノ理工シテ，コノ鮎モ

亦當然豫期シ得ル事實デァル．

 從ツテ今コ・二畢ゲテ槍討スベキハ，去勢ヲ

施セルII群ヨリVI群迄ノ各群ノ精嚢ヂァツ

テ，今コレラニ關スル成績ヲ述べルニ當り，杏

仁油壷ビ「セ・ア」ヲ各々輩猫二注射セルII群・

III群ハ實験方法ノ項ニテ記セル如ク性ホルモ

ン」ヲ與へ’ザルニヨリ，封照去勢群ト考ヘテヨ

ク，從ツテ爾群ノ精嚢重量ノ卒均ヲトレバ5．60

mgトナル．

 コレト比較スル時IV群ノ「エナルモン」及ビ

杏仁油ヲ注射セル動物ノ精嚢ハ約1mgグケ大

トナル，帥チ当照ノ約20％増二相當スル．「エ

ナルモン」二關スル文献二依レバ，余ノ探用セ

ル分量ヲ以テスレバ，今余ノ得タル成績ヨリ以

上ノ効果ヲ期待スペキ筈ナレドモ，結果ハ以上

述ペタル如ク僅カニ精嚢ノ重量ヲ増大セシメタ

ルニ過ギナイ．

 余ハ先二本「ホルモン」ヲ以テセル泉教授等ノ

去勢鶏二於ケル鶏冠試験域績ト併愚考ヘテ，余

ノ使用セル分量が爾不足デアツタ事ヲ知ツタノ

デァル．’コレ＝￥・／シV群ノ「エナルモンjト「セ

・ア」トヲ注射セル群ニアツテハ，ソノ精嚢ノ重

量最：モ大キク，封照二比シ約2mg大＝シテ封

照ノ略40％増二相當スル．

 一二VI群ノ「ゲラミンJト「セ・ア」トヲ併用

セル群二於テモ，封照二比シ約1mgダケ重量

が大トナル結，果ヲ得タ．帥チ封照ノ約20％増二

祁當スル．

 一団腺＝於テモ亦，墾寸照二比シIV群ニチハ

約1・5mg大トナリ，V群ニチハ2・5mg大トナリ，

VI群ニチハ1．9mg大トナツタ．9Pチ大艦精嚢

二準ズベキ成績ヲ得ルコトが出国タノデアル．

 從ツテMiescher一一派ノ唱ヘル理論ヨリスレ
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バ，コレ等；ノ成績ハ「エナルモン」・「ゲラミン」

ノ作用ヲ「セ・ア」ヲ以テヨリ以上二増彊セシメ

タモノト考へ得ルノヂアル．而シテMiescher，

鵜上氏等ハ脂肪酸及ビ脂肪騙アルコール」ヲ「オ

リーフ油二溶解セル「ホルモン溶液二添加シテ

注射ヲ行ツタノデアルガ，余ハ「セ・ア」ト「ホル

モン」トヲ別lt ＝注射シタコトハ既二實験方法

ノ二二記載セル通デアル，

 即チ以上ノ如ク，二二三二示サレタ成績ヲ以

テ考按ヲ行フニ，miescher一派ノ唱ヘル理論＝

一致シテ脂肪驕アルコール」ノー種タル「セ・ア」

モ亦性ホルモン」ノ作用ヲ幾分増彊セシメルが

如キ成績ヲ得タノヂアル．

 不幸余ハ，前述ノ如クMiescher一一派ノ採用

セル合成男性ホルモン」タルTestosteronヲ入手

シ得ズ，止ムナク「エナルモン」・「ゲラミン」ヲ

以ツテ代用シタノデアルガ，之等物質ハ其ノ製

法ヨリ考ヘテモ明カナル如ク，其ノ組成モ不明

ヂアリ其ノ純度モ元ヨリ確實デハナイデアロ

ウ，且ツ得タル成績二品イテ見ルモ，其ノ精嚢

重量増力瞳：ハ極メテ少ク，高密ニハ判定二苦シ

ム程度デァル．

 從ツテ以上得タル成績モ，果シテ幾何程度二

丁ノ債値ヲ認メ得ベキヤハ今二二二言シ得ナイ

ノデアルガ，多少トモ効果アリ1・考ヘシムベキ

成績ヲ得タノヂアル．若シTestosteron或ハ其

ノ他ノ純輝ニシテ組成ノ明カナル合成男性ホル

モン」ト「セ・ア」ヲ組ミ合セテ實験ヲ行ヘバ，更

二興味アル成績二到達シ得タヂアロウト考ヘラ

レル．コノ黙ハ’尚今後ノ實職質侯ツ次第ヂアル．

 省「セ・ア」ノ使用：量粗卑イテハMiescher，鵜上

氏等ハ1回50mg，10回注射＝ヨリ全：量500m9

ノ多量ヲ用ヒテ効アリト晶出サレテヰルガ，余

ノ試験ヨリスレバ，其レヨリ遙二少量，EPチ1

回05mg全量5mgニテ樹多少ノ効果ヲ認メ得

ルコトヲ知ツタノヂアル．叉二等ノ實験成績ト

余ノ成績トヲ比較スルニ當リ，精嚢重量＝著シ

キ相違ヲ認ムルモ，コレハ動物ノ去勢時期及ビ

使用ホルモン」ノ相違二依ルモノト考ヘテヨカ

ロウ．

何レニスルモ，以上記蓮ノ如ク，Mfescher一派

ノ學読實験，鵜上・薄爾氏ノ實験成績及ビ余ノ

第1報二報告セル所見等ヲ併田富フレバ之等脂

肪酸或ハ脂肪驕アルコール」ガ何レモ其ノ慮用

ノ方法適當ナル場合ニハ，性作用ヲ有スルコト

ハ疑フ鯨地ガナイ様デアル．

 唯問題トナル二一其ノ作用機轄デアルガ，以

上ノ成績ヲ総括シテ考フレバ，油紙物質ハ其ノ

慮用方法ノ異ルニ從ツテ各種：ノ異りタル機能ヲ

獲現スルモノデハナイカト思バレルノデアル．

結

 余ハ雄性白鼠ヲ幼若ナル時期二完全去勢ヲ施

シ，爾後1月間観察セル後，コレラニ杏仁油，

「セ・ア」，「エナルモン」，「ゲラミン」ヲ注射セル

結果次ノ如キ成績二到達シタ．

 1） 1エナルモン」ヲ全量3H．E．注射スルコ

トニヨリ，封照二比シテ精嚢ハ約lmg大1・ナ

リ撮護腺ハ1．5m9大トナル．何レモ封照ノ約20

％増二相當スル．

 2）「エナルモン」ノ上記量：及ビ「セ・ア」ヲ全

：量5m9注射’スル：2トニヨリ，封照二上ヒシ精嚢

ハ約2m9大トナリ掻護腺ハ25m9大トナツタ．

論

即チ封照ノ約40％増二相當スル．

 3）「ゲラミン」ヲ全量21LE．及ビ「セ・ア」ヲ

全量：5m9注射スルコトニヨリ，封照二比シテ

精嚢ハ約1mg大トナリ撮護腺ハ1・9mg大トナ

ツタ．封照ノ約20－30％増二相當ズル．

 欄筆iスルニ臨ミ終始御懇篤ナル御指導ト御校閲ヲ賜

ハリタル恩師泉教授二郎シテ厚ク感謝ノ意ヲ表ス，

 尚去勢手術其他實験二御協力ヲ馬込ル河合學士二深

謝ス．
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